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妊 婦 の 自 動 車 運 転 に 関 す る 研 究(第5報)
一 自 動 車 運 転 が 妊 娠 の ア ウ トカ ム に 及 ぼ す 影 響 一
中 嶋 有 加 里 ※ ・山 地 建 二 ※・染 原 和 子 ※※・谷 口 武 ※※・村 田 雄 二 ※※※
要 旨
妊娠中の自動車運転が妊娠のアウトカムに及ぼす影響を明らかにする目的で本研究を行い、下記の成績を得た。
但し妊娠のアウトカムについては妊婦の懸念事項をふまえて、「切迫早産」 「在胎期間」 「分娩時胎位」 「臍帯巻絡」
「出生体重」 「アプガールスコア」 「分娩時の母体BMI」 の7項 目とした。
1)切	迫早産の発症率及び早産率は、初産婦の ドライバーとノンドライバー、経産婦の ドライバーとノンドライバー
との間に有意差は認められなかった。
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て、次の7項 目とした。 但 し切迫早産は妊娠経過中の異
常で妊娠のアウトカムとは言い難いが、妊婦の最も懸念す
る早産との関連から調査項目に加えた。 
① 切迫早産 ② 在胎期間 ③ 分娩時胎位 ④ 臍帯巻


















ドライ バ ー ノ ン ドラ イバ ー 
N=598 N=189




出産 経験 初産婦 25142.0% 10354.5%
 




卿す磯 25041.8% 7037.0% 




























表2初 産婦における妊娠のアウトカムの比較 また、初産婦 にお ける ドライバー のノン ドライバー に対
ドライ バ ー ノ ン ドラ イ バ ー 
x'検 定
n=251 n=103
切迫早産 9.3% 5.9% n.s
早産 2.si 2.9 n.s
n.s
骨盤位 a.si 1.0% 
臍帯巻絡 38.7 23.5% pく0.01
低出生体重児 5.2 9.7 n.s





















初産婦 初産婦 経産婦 経産婦





ドラ イ バ ー ノ ン ドライ バ ー 
x'検 定
n=34? n=85
切迫早産 9.2 3.8% n.s
n.s
早産 1.2% 3.6 
皿.S骨盤位 1.4% 2.4
臍帯巻絡 36.4% 30.9 n.s
低出生体重児 i_7% 4.8 n.s

1分 後 ア ブ ガー
 2.3% 3.6 n.s

ルス コア≦7点 
分娩時BMI≧29 8.4 9.9% 皿.S
(3)妊 婦の最大の懸念事 項である早産 につ いて は、初産
婦 にお いて ドライバー の早産 率2.8器 、 ノン ドライバーの
早産率2.9銘 、経産婦 において ドライバー の早産率1.2鑑 、
ノン ドライバー の早産率3.6驚 と初産婦 ・経 産婦 ともに有
意差 は認め られなか った(表2、 表3)。
す る早産オ ッズ比は0.96(95%CI:0.24～3.77)、経産婦
のそれ は0.32(95%CI:0.07～1.45)であった。見か け
















婦では ドライバー347名 、ノン ドライバー85名 について、
出産記録及び外来カルテか ら切迫早産歴、分娩時週数を収



























































Kaup指 数簡易表から妊娠10カ 月の標準Kaup指 数:22.5
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INVESTIGATION OF CAR DRIVING DURING PREGNANCY (V) 
—INFLUENCE OF CAR DRIVING TO THE OUTCOMES OF PREGNANCY — 
Yukari Nakajima, Kenji Yamaji, Kazuko Somehara, 
Takeshi Taniguchi, Yuji Murata 
Abstract 
The 	 purpose of this study was to clarify the influence of car driving during pregnancy to the outcomes of 
pregnancy. 
History of threatened premature delivery, gestational age at birth, fetal presentation at birth , coiling of the cord, 
birth weight, Apgar score and maternal BMI at birth were selected as the outcomes of pregnancy , because pregnant 
women were worried about these matters. 
Results as follows : 
1) 	 There was no significant difference in the incidence of patients diagnosed as threatened premature delivery 
or in the preterm birth rate between drivers and non-drivers regardless of their parities. 
2) 	 There were no significant differences in the incidences of breech presentation, low birth weight infant ,low 
Apgar score (7points) and obesity at delivery (BMI__29) between drivers and non-drivers regardless of 
their parities. 
3) The relationship between car driving during pregnancy and the incidence of coiling of the cord was unclear . 
Key 	 words : pregnancy, driving, outcomes of pregnancy, preterm birth 
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